
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 地産地消コーディネーター派遣事業 

募集のご案内 

施設給食での地場産物活用を進めたい地域・団体等へ、専門家（地産地消コーディネーター）を派遣いたします！ 

（募集対象）地産地消に取り組む組織・団体、自治体、JA、生産者組織、学校・こども園・福祉施設・病院・企業等の調理場、

社員・学生食堂、給食事業者など 

令和８年 6 月 15 日（月）～8 月 7 日（金） 募集期間 

学校や病院、福祉施設、企業等の施設給食で地場産物活用の推進を図りたい地域や団体等に、 

地場産物の活用拡大や供給体制づくり等に詳しい専門家（地産地消コーディネーター）を派遣いたします。 

施設給食での地産地消推進の一助として、ぜひご活用ください。 

■ 募集の件数 15 件程度 

※過去に派遣を実施した地域や団体等からの再応募も可能です。 

※応募多数の場合は書類選考で決定します。件数が満たない場合は追加募集を行います。 

■ 派遣の種類 派遣先の希望に応じて、下記のいずれかの形で派遣いたします。 

①通常派遣・・１地域・団体あたり、１名の専門家を３回程度派遣 
（課題を整理・共有し、具体的な助言を行います） 

②単発派遣・・１地域・団体あたり、１名の専門家を１回派遣 

（地産地消の機運醸成や課題の発見につなげます） 

※派遣時の滞在時間は、半日～１日を想定。宿泊を伴う場合も相談に応じます。 

■ 派遣の内容 施設給食における地場産物の活用拡大に向けた指導・助言 
課題の整理、課題に対する指導・助言、現場訪問・意見交換、関係者会議等への出席、給食で活用
する加工品や献立の開発検討、調理や供給に関する指導・助言など 
※不特定多数を対象とした講演会等への派遣は対象とはなりませんので、予めご了承ください。 

■ 派遣の専門家 本事業で登録する「地産地消コーディネーター（栄養教諭、管理栄養士、栄養士等の給食実務経験

者、生産者組織代表、行政担当者等）」を中心に、派遣先の希望を踏まえて決定いたします。 

■ 派遣の経費 派遣に要する次の経費は、本事業で負担いたします。 

派遣するコーディネーターの旅費（交通費・宿泊費等）及び謝金 

地産地消活動報告会（※）出席者の旅費（1 名分） 

※派遣事業での取組内容や成果等の情報共有を図る報告会の開催を予定（令和９年 3 月上旬・都内会議室）。 

(一財)都市農山漁村交流活性化機構(まちむら交流きこう) 地域活性化チーム 
電話：03-6206-0956 Fax：03-6381-0739 E-mail：chisan@kouryu.or.jp 

〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町 1-9-11 石川 CO ビル 3 階 

事務局・お問い合わせ先 

－ この事業は、令和８年度農山漁村振興交付金（地域資源活用価値創出対策）「地域の食の絆強化推進運動事業」（農林水産省）で実施しています － 

■ 応募について 

 

 
※詳細は、当機構サイ

ト「地産地消の取組」ペ

ージをご覧ください。 

まちむら交流きこう「地産地消の取組」ページ 
https://www.kouryu.or.jp/service/chisanchisho.html 

応募フォーム（Google フォーム）  https://forms.gle/ze91ejt97sJ2rTjBA 

オンライン説明会 令和 8 年７月 8 日（水）14:00～15:00 ※希望者のみ・応募の要件ではありません。 

説明会申込フォーム（Google フォーム）：https://forms.gle/Yfio5exRsmxhX8BU8  

皆さまからのご応募、 

お待ちしております!! 

応募フォーム 

 

説明会申込フォーム 



この事業は、令和８年度農山漁村振興交付金（地域資源活用価値創出対策）「地域の食の絆強化推進運動事業」（農林水産省）で実施しています。

令和８年度 地産地消コーディネーター派遣事業について

施設給食での地場産物の活用拡大を図りたい地域・団体等に、地場産物活用や供給体制づくり等に詳しい専門家（地産地消コーディネーター）を派遣します。

応募内容や課題等を確
認して、派遣先を選定。

派遣地域・団体の
選定・決定

様式1「応募用紙」、また
は、応募フォームに記入
して応募

①応募

様式2「派遣申請書」（目
標など）を記入して提出

②派遣決定

派遣する専門家は派遣
先の希望等を踏まえて
決定。

派遣専門家への
打診・調整

地域・
団体等

事務局

派遣先・専門家・事務
局の３者で、事前の情
報共有や派遣の進め
方、日程調整などの
打合せを行います。

*オンラインで実施予定

③事前調整 ④派遣の実施

・課題の抽出
・目標の確認
・実践、実行

地域・団体等

・課題の整理・共有
・指導内容の検討
・助言、指導

派遣専門家

⑤派遣の報告

(1)「地産地消活動報
告会」での報告

（2）「様式3派遣報告
書」の提出

*令和9年3月上旬・東京で
開催予定

*この内容は、令和9年6月に
農林水産省へ事業成果報告
書として提出します。

⑥派遣終了

報告資料の
受取と確認

月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

内
容

○募集開始 ○ｵﾝﾗｲﾝ説明・
相談会の開催

○応募締切

（書類選考）

○派遣先決定

○事前調整・様
式2の提出等

○派遣開始 ○派遣終了

○報告会の開催

○派遣報告書
（様式3）提出

※下記のいずれかの形で派遣します。

地産地消の機運醸成や課題の発見につなげます

「② 単発派遣」
1名の専門家を１回派遣

課題を整理・共有し、具体的な助言を行います

「① 通常派遣」
1名程度の専門家を3回程度派遣

課題解決に向けて
専門家を派遣します。

【派遣対象】
地産地消に取り組む組織・団体、自治体、JA、生産者組織、学校・こども園・
福祉施設・病院・企業等の調理場、 社員・学生食堂、給食事業者など

こども園・社食など病院・福祉施設学校給食

・なにから始めたら良いのかわからない。
・関係者の地産地消の機運を高めたい。
・安定した供給体制をつくりたい。
・地域の生産者とつながりをつくりたい。
・地場産物を活用した献立や加工品を考えたい。など

施設給食での地場産物活用を拡大したい！けど・・・ 栄養教諭、栄養士、生産者組織関係者、企業、JA担当者、先進地

域担当者、コンサルタント、販売流通関係者など

本事業で登録する地産地消の推進、学校等施設給食への地場産
物活用などに関する知見や経験を有する専門家（約６０名）。

派遣専門家（地産地消コーディネーター）

派遣期間

事業のイメージ

派遣事業の流れ

派遣スケジュール
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